
蒲生町タク年制豚

鹿児島パリナ (昭 和63年 )

ノヽ幡本目撲 (蒲生ノヽ幡ネ申ネ土境内)(昭和591三 )

浩宮様紙すき工場を御見学 (昭 和63年 )

昭
和
６３
年
貧
九
八
八
）

３
・
２９
　
鹿
児
島
パ
リ
ナ
エ
場
誘
致
（
６
月
操

業
開
始
）

６
・
１
　
野
村
正
三
氏
を
町
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
技
術
保
持
者
と
し
て
認
定

７
・
‐８
　
壮徊宮
様
、
鹿
児
島
国
際
火
山
会
議
開
会

式
御
出
席
の
途
次
、
蒲
生
に
立
ち
寄
ら

れ
、太
鼓
踊
り
、紙
す
き
工
場
等
御
見
学

８
　
鹿
児
島
共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
業
株
式
会
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立
地
協
定
調
印
（平
成
元
年
４
月
、操
業
開
始
）

９
　
株
式
会
社
泉
精
密
金
型
製
作
所
立
地
協

定
調
印

‐１
・
３
　
町
制
施
行
６０
周
年
記
念
式
典

１１
　
町
花

「イ
ワ
ツ
ツ
ジ
」
、
町
木

「ク
ス
」
、

町
木
「メ
ア
サ
ス
ギ
』
指
定

＊
環
境
庁
に
よ
り
「蒲
生
の
ク
ス
」
が
日
本

一

の
巨
樹
に
認
定
さ
れ
る

昭
和
６２
年
二
九
八
七
）

４
　
国
鉄
分
割
民
営
化
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に

７
　
世
界
の
人
口
５０
億
人
突
破

１０
　
Ｎ
Ｙ
で
株
価
暴
落
、ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー

〈流
行
語
）
ジ
ャ
パ
ン
バ
ツ
シ
ン
グ
、
朝
シ
ャ

ン
、
マ
ル
サ
、
懲
り
な
い
○
○
、

○
○
記
念
日

昭
和
６３
年
■
九
八
八
）

３
　
生目
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
上
自
函
連
絡
船

廃
止

６
　
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
発
覚
。
牛
肉
・オ
レ

ン
ジ
自
由
化
日
米
交
渉
決
着

９
　
昭
和
天
皇
重
体
に

〈流
行
語
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ド
ー
ピ
ン
グ
、
自
粛
、
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
、
ド
ラ
イ
戦
争
、
濡
れ

落
ち
葉
、花
モ
ク

鹿児島共和コンクリートエ業 (昭 和63年 )

被害の最も大きかつた蒲生八幡神社

(昭和60年 8月 31日  台風 13号 )
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蒲生町3秒年制豚
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平
成
４
年
含
九
九
こ

３
　
竹
細
工
作
業
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設
置

９
　
特
別
養
護
老
人
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ム
「大
楠
苑
」事
業
開
始
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鹿
児
島
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‐２
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操
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九
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・
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＊
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風
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１４
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円
超
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＊
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整
備

平
成
４
年
■
九
九
一
こ

６
　
Ｐ
Ｋ
Ｏ
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〈フ
給
黎
教
子
さ
ん
単
独
無
寄
港
世

界
一
月

９
　
毛
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打
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上
げ

＊
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の
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５
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ま
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行
語
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ほ
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ツ
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献
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６
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●
一　
一一

６
　
皇
太
子
殿
下
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和
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ご
結
婚

８
　
非
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連
立
内
閣
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５５
年
体
制

の
終
結
。
鹿
児
島
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６
災
害
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Ｅ
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ダ
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ド
ー
ハ
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劇
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リ
ス
ト
ラ
、
コ

ギ
ャ
ル
、
Ｆ
Ａ

= 49

商店街活性化センターオープン(平成3年 3月 )
東洋シヤッター (平成元年 )

鹿児島高牧カントリークラブオープン(平成4年 10月 )

河り公園設置 (平成2年)コ イのつかみ取り大会
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蒲生町タク年棚豚

日本一 大楠どんと秋まつり(蒲生八幡神社境内 蒲生小学校校庭)

鎮守の森の芸術祭 (ソ ウル中央国楽管弦楽団)

平
成
９
年
含
九
九
七
）

３
　
西
浦
小
体
育
館
完
成

米
丸
地
区
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成

４
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生
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防
災
行
政
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線
稼
働
。
Ｊ
Ｒ

バ
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国
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開
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友
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９
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催
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岡
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鎮守の森の芸術祭 (蒲生郷太鼓坊主)

アイガモ
みのりの広場 (愛蒲生レース )

5  2

鎮守の森の芸術祭 (ソ ウル中央国楽管弦楽団)

平
成
十
年
六
月
十
日

友徳橋完成 (平成 10年 )
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|・

天皇 皇后両陛下が蒲生町へお立ち寄り(大楠苑をご視察 )

蒲生町物産館「くすくす館Jオープン(上久徳地区)

県営おおくす団地と町営おおくす団地が完成

‐平
成
＝
■
●
一〇
０
こ
●
●
一　
・
一
●
●
一●
一

３
　
蒲
生
駐
在
所
の
完
成
（上
久
徳
地
区
）

３
　
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
（北
地
区
）

８
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
第
１
次
サ
ー
ビ
ス
稼
働

９
～
‐０
市
町
村
合
併
に
関
す
る
座
談
会
開
催

１０
　
蒲
生
町
巡
回
バ
ス
運
行
開
始
（全
６
コ
ー
ス
）

１０
　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施

１０
　
お
お
く
す
た
う
ん
内
の
公
営
住
宅
新
築

工
事
に
着
手

‐２
　
蒲
生
町
総
合
体
育
館
（お
お
く
す
ア
リ
ー

ナ
）
建
設
に
着
手

，
‐‐成‐‐
■
一

，
０

，
●
●

●
●
●
●
●
●
●

２
　
蒲
生
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

４
　
蒲
生
町
物
産
館
「く
す
く
す
館
」
オ
ー
プ

ン
（上
久
徳
地
区
）

４
　
姶
良
西
部
合
併
協
議
会
の
設
置

６
　
県
営
お
お
く
す
団
地
が
完
成

８
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
第
２
次
サ
ト
ビ
ス
稼
働

西
浦
団
地
（第
２
・
‐１
区
画
）
分
一譲
開
始

町
営
お
お
く
す
団
地
が
完
成

漆
地
区
簡
易
水
道
事
業
供
用
開
始

天
皇

畠
三
后
両
陛
下
が
蒲
生
町
へ
お
立

ち
寄
り
（大
楠
苑
を
ご
視
察
）

平
成

‐‐
１４
年
０
一つ
つ

し

・　

　

　

・一
●
．

１
～
牛
肉
偽
装
事
件
や
食
品
不
正
表
示

相
次
ぐ

３
～
疑
惑
絡
み
で
辻
元
、
加
藤
、
田
中
の

衆
議
院
議
員
辞
職

５
　
中
国
、
濤
陽
の
日
本
総
領
事
館
に
北

朝
鮮
一
家
が
駆
け
込
み
亡
命

５
～
サ
ッ
カ
Ｉ
Ｗ
杯
日
韓
共
同
開
催

９
　
初
の
日
朝
首
脳
会
談
、
そ
の
後
拉
致

被
害
者
が
２４
年
ぶ
り
に
帰
国

１０
　
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
日
本
初
の
ダ
ブ
ル
受
賞

〈流
行
語
〉
タ

マ
ち
ゃ
ん
、
ベ
ッ
カ
ム
様
、

ム
ネ
オ
ハ
ウ
ス
、
び
み
ょ
―
、

イ
ヶ
メ
ン

一平
一
一‐‐‐‐５‐‐
■
・一一．一一〇
０
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

３
　
米
英
軍
と
イ
ラ
ク
が
開
戦

５
　
り
そ
な
グ
ル
ー
プ
に
公
的
資
金
投

入
決
定

６
　
有
事
関
連
法
が
成
立

９
　
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ズ
ー８
年
ぶ
り
の
リ
ー

グ
優
勝

衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
が
躍
進

イ
ラ
ク
日
本
人
外
交
官
２
名
が
銃

撃
で
死
亡

‐２
　
政
府
は
イ
ラ
ク
ヘ
自
衛
隊
派
遣
を
決
定

〈流
行
語
〉
な
ん
で
だ
ろ
う
～
、
バ
カ
の
壁
、

セ
ン
ブ
、
お
れ
お
れ
詐
欺

1110109

1  53



先
Ｉ
手
γ
く
）
ンヽ
～
子
４
４

不
４
４

効ヽ
習

―ヽ
∠
‘
）
手
ン
命
鴫
影
撃
〉

習
髪
割
Ｍ
尉
浮
　
６

７
甲
ご
去
哲
準
ヾ
去
聾
３
二
勤
准
　
６

馴
薫
４

鮨ヽ
髪
イ
ン
４
ミ
〕
蝉
膊
畔
～
Ｚ

翼
町
２
詈
乙
キ
不
⑦
∠
４
と
１
イ
ン
　
９

釧
ヨ
４
）
キ
不
Ｉ
よ

（Э
８
М
）猟
筆
肛
隔
獲
町
・国
⑦
眸
取
拓
　
８

イ
ノ
ｒ
↓
〕
塁
饗
―ｌｒ
軍
ユ
騨
Ｉ
妻
シ
／
‘
ヽ
　
Ｚ

一　
０
す○
〇
一
こ
寺
８‐
Ｆ
去

４
４
１
イ
子
音
ψ

１ヽ
１
１
７
∠

署ヽ
瞳

ヽ
Ｍ
ａ
イ
ー
′

新ヽ
ュ
爾
命
聾
ツ
撃
〉

百
影
＝
童
羊

叩
ヨ
現
墓
剛
⑦
イ
‘
）
善
く
Ｅ
κ
イ
ム
　
Ｈ

判
ヨ
軍
冒
日

ヨヽ
罰
￥
回
″
晰
　
６

曇
摯
￥
ｙ
κ
６
１
γ
ｌ
二
一※
ユ

「子
１
６
ヽ
γ
」
４
１
４
６
）
面
Ｙ
屏
　
８

Ｙ
Ｚ
Ｏ
Ｉ
身
Ｚ

猟ヽ
童
醜
鮒
醜
甲
晰
野
と
ｆ
　
シ

￥
％
昇
Ｚ
ュ
‘
）

・
シ
↓

Ｅ
Ｉ
撃
ム
ー
ロ
ツ

シ
９
Ｚ
菫
　
シ

動
塵
（斜
ｇ
晰
喜
）
斜
準
町
・菌
～
８

一
●
一　
一
一
●
●
●
■
Ｉ
Ｏ
Ｑ
一一じ
力
劇
一Ｔ
士

―
イ
ア
イ
）
ヽ
‐
●
■
●
要
回

難ヽ
κ
Ｅ

当ヽ
卦

Ｙヽ
コ
ロ

Ｙヽ
参
酢
撃

ヨヽ
募
理
目

ンヽ
ン
４
／
手

ｄヽ
ｄ
７
彗
じ
Ｉ
Ｅ
子
命
要
彰
撃
〉

丁
疑
殺
謀
・菫
町
難
笛
Ｙ
ユ
載
４
１
ム
Ｙ
　
劉

ヨ
量
Ｍ
で
不
添
ζ
ユ
墓
熙
聯
￥
来
　
Ｈ

獣
附
⑫
餃
中
業
具
〕
削
紳
蝶

丁ヽ
髪

翼
耽
⑦
８
・９
囚
ユ
軍
町
蒋
中
当
骰
蝶
　
ＯＩ

影
凱
イ
Ｆ
ｒ
⑦
多
薔
Ｔ

γ

劃ヽ
製
士
墓
Ｖ
ロ
ユ
騨
Ｉ
ぎ
‘
∠
　
８

剰
Ｔ
國
ＯＩ
⑦
多
薔
Ｔ
γ
朧
翻
辞
冒
与
～
９

０
コ
辟
獲
珊
碁
曇
凄
⑦
Ｙ
鮮
ユ
′
‘
ン
～
９

国
割
〕
コ
ン
昇
曇
摯
准
型
⑫
劇
腱
昨
～
９

（団
〇
〇
こ

寺
９‐
Ｆ
士

Ч
Ｉ
こ
Ｙ
碑
ョ
眸
ヨ
ー
“
“
―
´
と

（↓
劃
　
闘

重
＞
重
＞
）
Ｙ
載
孝
ヨ
畔
昇
酪
男
〓
騨

聾
量
⑦
斡
撤
・響
騨
⑦
争
秒

（４
４
４
１
凸
「
く
イ
恥
里
讐
冨
軍
）

勲
醜
Ч
く
／
子
―
「
乙
“
Ｆ
□
ｒ
去
￥

筆
軍
罹
騨
夏
Ｖ
旨
鼎
図
聯
撃
里

騨
醜
選
影
（回
図
ど
）
碑
田
〓
Ｊ
平
聯
￥
γ

￥
匹
ｙ
〓
Ⅲ
�
蝙
・昇
針
紗
鼎
軒
「Ｗ

呼
⑦
下
堅
」
鞘
ル
×
９
笞
狙
喜
〓
肇
ｍ

筆
軍
痒
碑
国
田
冒
２
動
員
劇

L ι

Ｏ
ＴＯ
〇
一し
毒
尉
黎
士

（３
饉
ヨ
￥
冒
珈
⑦
勁
警
》
〉嘩
璽
￥
冒
伽

筆
』
（国
去
ｃ
０
７
聾
￥
運
嘔騨
ル
勒

一当
略

〓
半
（誦
勤
）回
擢
取
諄
軍
目
軒
聯
靭
瓢
翻
Ｔ

堅
Ω
■
回
擢
面
聖
ｅ
Ｗ
ｍ
下
肇
欧
９
彰

準
調
暉
》
黎
磐
静
ｅ
蝦
里
首
罰

当
研
笞
Ｊ
⊆
側
孝
留
塁
⑦
２
〕
Ｃ
コ
縛
早

筆
箪
（子
―
〔
∠
二
＞
撃
マ
）襄
皇
彰
尋
靭
珈
Ｔ
肇

筆
軍
痺
碑
□
田
冒
≧
動
員
伽
　
８

□
量
↓
》
禦
勁
縛
早
蝦
里
口
９
　
乙

一．　
　
　
一
（‐
一
０

，
ｔ
・ｔ
■
一■
■

（２
準
日
乙
書
劇

筆
士
》
〉
ψ
⑦
》
黎
勁
静
０
鰐
里
首
９
　
∠

騨
開
饗
影
聘
国
叩
里
蝶
　
∠

（察
早
Ｄ
）筆
軍
０
業
重
緋
轟
筆
曽
＊
　
８

騨
田
撃
影
（回
図
６
）
騨
□
笙
酔
・彰
γ
土
　
ε

騨
醜
∠
コ
ー
４
秒
章
菫
０
灘
勁
発
ゴ
　
８

￥
竿
８
窪
〓
目

００
軍
障
》
Ｙ
割
郎
下
堅
　
乙

勲
口
孝
こ
田
照
筈
⊃
辮
０
村
珈
単
　
乙

騨
国
０
隠
》
タ
コ
蝶
　
―

（団
ｏ
Ｑ

じ
書
”
寧
士

筆
=、

71千国日冒
=]目

1田

8888 ∠01

一ヽこと、γヨnttN―に4r-4Y

乙 8 εツ シ

騨幽1′ヨ(と/ヽ縣)と/ヽ藤菜国■こ07Щ¥
|‐|  ‐||||||.||■| |||| |‐1111=■||11  、   |

拓
戯
０
田
￥
γ

∩
期
冨
晋
γ
※
／
∩
囲
卦
半
γ

∩
則
卦
襲
里
／
∩
則
卦
馴
軍

∩
割
４
Ｖ
潔
／
∩
劃
準
￥
牢

∩
囲
導
Ｙ
当
――１
／
∩
則
準
Ｙ
彰
γ
⊥

〓
計
鞠
彩
不
動
冒
狙
毒
ｍ

日
配
日
∠
喜
針
寧
士

９

ｏ
ｏ
こ

碁

∝
筆
士

▲

曰

Ｏ
Ω

こ
喜

針
筆
士

(3嘔ヨY智1日⑦慟曹)と嘔墓Y目1日 筆笙(子―r∠重>99)闘星ψUWIttT堅



蒲生町じレ年型豚

国際交流協会を設立

購饉臓『意大曲小学機休機鐵

大山小学校の体校式新留小学校の休校式

知事と語ろ会を開催通りみちじるベ

(標柱 24基 )完成

平
成
１９
年
含
一〇
０
七
）

３
　
車
田
団
地
（６
区
画
）
分
譲
開
始

３
　
第
６
次
蒲
生
町
総
合
振
興
計
画
の
改
訂

４
　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
（お
お
く
す

ア
リ
ー
ナ
　
ほ
か
）

４
　
新
留
小
学
校
・大
山
小
学
校
の
体
校

４
　
大
楠
ち
び
っ
子
園
送
迎
バ
ス
（猫
バ
ス
）

運
行
開
始

４
　
国
際
交
流
協
会
を
設
立

４
　
蒲
生
御
仮
屋
文
書

（１
１
８
０
点
）
、
県

有
形
文
化
財
（古
文
書
）
に
指
定
さ
れ
る

７
　

ふヽ
る
さ
と
美
化
活
動

（７
，３
０
０
人
の

ご
み
拾
い
）
の
実
施

８
　
姶
良
西
部
任
意
合
併
協
議
会
を
設
立

９
　
知
事
と
語
ろ
会
を
開
催

１１
　
関
東
蒲
生
会
が
記
念
植
樹
貧
仮
称
）ふ
る

さ
と
を
思
う
丘
）

平
成
２０
年
↑
一．Ｏ
Ｏ
Ａ
Ｙ
・　
一
●
●

・
．

４
　
町
中
ポ
ケ
ツ
ト
パ
ー
ク
完
成

11

通
り
み
ち
じ
る
べ
（標
柱
・
２４
基
と
ん
成

久
末
（野
川
沢
）
工
業
団
地
敷
地
整
備
が

完
成
（約
２
０
，０
０
０
２じ

ま
ち
並
み
保
存
条
例
を
制
定

下
中
原
団
地
が
完
成
（上
久
徳
地
区
）

姶
良
西
部
任
意
合
併
協
議
会
が
休
止

Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

・
み
ん

な
の
体
操
会
（蒲
生
中
学
校
校
庭
）

（仮
称
）ふ
る
さ
と
を
思
う
丘
の
整
備
に
着
手

県
立
蒲
生
高
等
学
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
が
高
校
総
体
ベ
ス
ト
８
進
出

観
光
用
駐
車
場
整
備
事
業
に
着
手

（旧

体
育
館
の
解
体
）

町
制
施
行
８０
周
年
記
念
式
典

平
成
１９
年
含
一〇
〇
七
）

１
～
止
ま
ら
ぬ
食
品
偽
装

２
～
「消
え
た
年
金
」
で
社
保
庁
に
怒
り
沸
騰

７
　
参
院
選
で
自
民
党
が
歴
史
的
惨
敗

８
　
米
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
で
世
界
の
経

済
・金
融
に
混
乱

９
　
安
倍
晋
三
首
相
が
突
然
退
陣

Ｈ
　
守
屋
前
防
衛
次
官
を
逮
捕

Ｈ
　
原
油
が
１
バ
レ
ル
＝
１
０
０
ド
ル
に

迫
る
。

バ
イ
オ
燃
料
で
穀
物
価
格
も
高
騰

〈流
行
語
〉
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
、

ハ
ニ
カ
ミ
王
子
、
そ
ん
な
の

関
係
ね
え
、
鈍
感
力
、
大
食
い

平
成
２０
年
↑
一〇
〇
八
Ｉ
一
一
●
一
●

．

１
～
原
油
高
に
物
価
高
、
「第
３
次
オ
イ
ル
・

シ
ョ
ッ
ク
」
が
勃
発

５
　
中
国
南
西
部
の
四
川
省
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
９
の
地
震
が
発
生

６
　
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
の
民
主
党
の
指

名
候
補
争
い
で
オ
バ
マ
氏
が
勝
利

６
　
秋
葉
原
で
無
差
別
殺
傷
事
件
が
発
生

６
　
岩
手
・宮
城
県
で
地
震
発
生

７
　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

８
　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
開
催

９
　
福
田
首
相
辞
任
、
麻
生
内
閣
発
足

〈流
行
語
〉
居
酒
屋
タ
ク
シ
ー
、オ
モ
ロ
ー
ー
、

来
た
―
―
、
グ
～
―
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
、暫
定
税
率

4 47 7 7766

町中ポケットバーク完成
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